
白波にあらがうかのように太平洋に突き出た野島崎の岩礁に立つ灯台
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直径約2mのレンズから発する120万カンデラの光で
夜を照らします。県内では犬吠埼灯台とともに「日
本の灯台50選」に選ばれました

交 通■JR館山駅からバス約35分、野島崎

灯台口下車徒歩5分

見学時間■8:50～16:00(荒天の場合は休み)

見 学 料■大人150円、子ども20円 ※きらりん

館の入館料も含む 0470-38-3231

★白浜町観光協会 0470-38-4412

Ｈ・Ｐ http://www.awa.or.jp/home/shirahama/
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ほぼ完全な形で発見されたシロウリガイ
の化石。長さ約23cm(国立科学博物館蔵)
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●白浜七福神(町指定文化財)

野島崎灯台そばの厳島神社境内にあり、いずれ
も高さ60～70cmほどの石像。江戸時代の安房
三名工の一人、武田石翁の作と伝えられていま
す。しかし並んでいるのは 6 体。弁財天を祭る
同神社を
お参りす
れば七福
神詣がで
きます。

野島崎の北東約1kmにある下沢海

岸では世界最大級のシロウリガイの

化石が発見され、1996年県の天然記

念物の指定を受け、岩礁の一部が保

存されています。長さ数㎝の肉厚で

白い貝の破片が点々と露出していま

す。化石が含まれている地層は300

万年～350万年前のもの。

この貝は現在も深海にすむ二枚貝

で、プレートがぶつかりあう所にで

きる溝に沿って群棲しています。こ

のため地殻運動を解明するカギになる

生物として注目されています。

船に見立てて万祝の裾に描かれた
のしアワビ(白浜海洋美術館蔵)

岩礁地帯に立つ野島崎灯台。背後の丘陵地帯まで海岸
段丘がみられます
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かぶと岩(左)とその上に立つ「己が罪」の記念碑

●第18回南房総白浜菜の花マラソン

3月3日 白浜町フローラルホール出発

●野島崎海底透視船

4～10月就航　野島崎西港発着

円形の手すりも復元され、完成当時をしのばせるめ
がね橋。幅2.4m、長さ28.3m。車両通行止です。

波の侵食で硬い泥岩層が残り、
屏風のように立ち並ぶ屏風岩
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町内で一番多く栽培さ
れているキンセンカ


